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調査概要

調査の目的

介護従事者や過去に介護に従事していた者を中心に、400以上の有効回答を得る。

今後の「被災地における福祉・介護人材確保事業」の施策形成に資するため、

相双地方において介護職として働きながら居住することに関する意識調査を行う。

調査の背景

今後の「被災地における福祉・介護人材確保事業」の施策形成に資するため。

調査概要

対象　：全国の20〜50歳未満の男女

　 　　　　介護福祉士など介護関連の方

　　エリア：北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、

　　　　　　埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県

　　回答数：400

実施期間

2024年7月1日（月）〜2日（火）
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調査報告（要約）

• 回答者の約90％が、介護の仕事歴5年以上。中堅クラス以上の介護職のデータが多く得られた

• 「やりがいを感じている」人が、約72％

その理由として「利用者・家族から感謝されること」「利用者とのコミュニケーションを取れたときの達成感」

などが上位。介護現場での効力感が「やりがい」につながる ことが推察される。

• 一方で、半数が「職場環境に不満を感じている」 と回答。理由は、「給料（の低さ）」 が顕著。

• 「給料」「職場の人間関係」「休みの取りやすさ」は、働く上で重視されている。

• 移住は、約半数が移住可能性あり 。「就職準備金等」は、半数弱が「あと押しになる」と回答 し、「引越し

費用助成」「家賃の助成」は、約 70％が支持した。

しかし、福島県の介護職移住への支援 に関する認知度は10％以下。

• 転職時の情報収集は、ハローワークが最も利用され、次いでWebの転職メディアなどであった。

3



回答者データ

• 男女比／年齢分布

4

「男女比」は、 概ね1対1 「30・40代」で、約90％

n=400 n=400



回答者データ

居住地

5

「東京・神奈川・埼玉・千葉」 で、

   約50％

n=400



回答者データ

婚姻状況
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n=400



回答者データ

介護の仕事歴

7

「仕事歴5年以上」が、

   約90％

n=400



回答者データ

取得している介護の資格

8

回答者のうち約85％が

「介護福祉士」の資格を取得

n=400



仕事のやりがいについて

Q.介護の仕事に対するやりがいについて教えてください。（１つ選択）

9

「やりがいを感じている」が、

   約72％

「やりがいを
　感じられていない」が、

   約29％

n=400



仕事のやりがいについて

Q.「やりがいがある／ない」と回答した理由について当てはまるものを全てお選びください。

10

「やりがいを感じている」 （n=286） 「やりがいを感じられていない」 （n=114）

「介護現場」での

　効力感が「やりがい」につながっている



仕事のやりがいについて（年代別）

Q.介護の仕事に対するやりがいについて教えてください。（１つ選択）

11

30代は
「やりがいを感じられていない」 が、

約33％。
他の世代より多い。

20代　n=35
30代　n=120
40代　n=245



仕事のやりがいについて

Q.「やりがいがある／ない」と回答した理由について当てはまるものを全てお選びください。

12

「その他」の自由記述の内訳を分類

給料が低い  - 17件　／　仕事量が多すぎる  - 3件　／　やりがいが無い  - 2件

以下、それぞれ1件

休みが連続して取れない　／　息抜きがあまりない
ただ疲れるだけ　／　仕事だから
上司や同僚に認められること　／　暴力を振るう人が自分には心開いてくれた時
人の人生の最期をみとる責任感



職場の満足度について

Q4．現在の職場環境に関する満足度について教えてください。（１つ選択）

13

「満足している」が、

   約47％「満足していない」

　が、約53％

n=400



職場の満足度について（年代別）

Q4．現在の職場環境に関する満足度について教えてください。（１つ選択）

14

30代は
「満足していない」が、

約56％と他の世代より多い。

20代　n=35
30代　n=120
40代　n=245



職場の満足度について

Q5．現在の職場環境に関する満足度について、「満足している／していない」と回答した理由について当ては
まるものを全てお選びください。（複数選択可）

15

「雇用の安定性」は、

   満足度の一要因

「満足していない」理由として、

   給料は顕著

「人間関係」は、

   満足・不満は両面からも重要

満足している n=187 / していない n=213



職場の満足度について（年代別）

16

「満足している」の内訳 「満足していない」の内訳

n=187 n=213



介護関連の職場数

Q6．現在の職場はあなたにとって何社目の介護関連の職場となりますか。（１つ選択）

17

「3社目」以下で、

   約80％。
　転職回数は少ない

n=400



働く上で大切にしていること

Q7．今、働く上で、大切にしていることについて教えてください。（それぞれ１つずつ選択）

18

「給料」「職場の人間関係」
「休みのとりやすさ」は、

   特に重視されている

「社会への貢献」「施設の新しさ」 は、

   重視されない傾向にある

n=400この傾向は、世代間を通じてほぼ同様の
傾向を示している。詳しくはP19 〜P21を参照。



働く上で大切にしていること

19

Q7「給料」の内訳 Q7「職場の人間関係」の内訳

20代　n=35　／　30代　n=120　／　40代　n=245



働く上で大切にしていること

20

Q7「休みの取りやすさ」の内訳 Q7「社会への貢献」の内訳

20代　n=35　／　30代　n=120　／　40代　n=245



働く上で大切にしていること

21

Q7「施設の新しさ」の内訳

20代　n=35
30代　n=120
40代　n=245



働く上で課題に感じていること

Q8．今、働く中で、課題に感じていることを教えてください。（それぞれ１つずつ選択）

22

「給料」は、大きな課題傾向にある。

n=400

この傾向は、世代間を通じてほぼ同様の
傾向を示している。詳しくはP23を参照。



働く上で課題に感じていること

23

Q8「給料が希望額ではないこと」の内訳

20代　n=35
30代　n=120
40代　n=245



勤務帯に関して

Q9．勤務する時間帯の希望について教えてください。（１つ選択）

24

n=400

「夜勤があってもよい」
「夜勤だけがよい」の合計が、

「日勤だけがよい」を上回る



移住の可能性について

Q10．魅力的な職場があれば、引越しをしても転職を検討しますか。（１つ選択）
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   約49％が、

「移住の可能性あり」

n=400



移住の可能性について（都道府県別）

上位5県の「移住可能性」の内訳

26

埼玉・神奈川は50％と高い。

新潟は、38％と低め。

東京都　　n=66
埼玉県　　n=54
神奈川県　n=52
北海道　　n=50
新潟県　　n=37



福島の介護・移住支援の認知度

Q11．福島県は介護職の移住支援に力を入れており、様々な制度を設けていることをご存じですか。（１つ選
択）

27

福島県の介護職
移住支援の認知度 は、

8.5％

n=400

このうち、認知している回答者が多い
のは茨城県、埼玉県、神奈川県。次
いで北海道、秋田県、栃木県となって
いる。
（詳しくはP28を参照）



福島の介護・移住支援の認知度

「福島県は介護職の移住支援に力を入れている」ことを知っている人の都道府県別割合

28

n=34



福島の介護・移住支援の認知度

Q12．県外から福島県に移住される介護職の方のために「就職準備金等の貸付制度（最大50万円）」があり
ますが、ご存じですか。（１つ選択）

29

福島県の就職準備金等の
貸付制度の認知度 は、9.3％

n=400

このうち、認知している回答者が多いの
は、東京都。次いで北海道、さらに茨城
県、栃木県、埼玉県、新潟県となってい
る。 （詳しくはP30を参照）



福島の介護・移住支援の認知度

「就職準備金等の貸付制度（最大50万円）」を知っている人の都道府県別割合

30

n=37



「就職準備金」の効力

Q13．県外から福島県に移住される方のための「就職準備金等の貸付制度（最大50万円）」は、
　　　移住のあと押しになりますか。（１つ選択）

31

就職準備金等の貸付制度の
認知度は9.3％であるが、
回答者全体の

約46％が、

「あと押しになる」
と感じている

n=389



「就職準備金」の効力

「就職準備金等の貸付制度（最大50万円）があと押しになる」と回答した人の都道府県の数

32

n=178



移住検討に、好ましい支援・助成について

Q14．県外から福島県への移住にあたり、他にどんな支援があると良いと思いますか。
　　　当てはまるものを全てお選びください。（複数選択可）

33

「引越し費用の助成」
「家賃の助成」 を、

　約70％が支持

n=400

各々の回答の世代別割合は回答
者の世代別割合とほぼ同じであ
る。（P34を参照）



移住検討に、好ましい支援・助成について

「好ましい支援・助成」の上位5件の年代別割合

34

20代　n=35　／　30代　n=120　／　40代　n=245



転職時の情報収集について

Q15．あなたは転職先や介護情報などを探す際に、何を参考にしていますか。
　　　以下の中で当てはまるものを全てお選びください。（複数選択可）

35

35％は、転職活動の経験がないと回答
特に20代は転職活動の経験者が少ない。

情報収集は、
「ハローワーク」が最も使われている

WEBの転職メディアなど

紙媒体は、
「介護ビジョン」「おはよう 21」「ケアマネジャー」
の順に多いが、いずれの媒体も 5％以下

n=400
（詳しくはP36を参照）



転職時の情報収集について（年代別）

全体としては、年代の比率に応じて利用媒体も分布している

36

20代は、ほぼ紙媒体を利用していない。
「ケアマネージャー」は相対的に 30代利用が多い紙媒体

WEB
20代は、WEB媒体利用も全体比率ほどはなく、
そもそも「転職活動をしたことがない」層が多い

20代　n=35
30代　n=120
40代　n=245


